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研
修
会
冒
頭
、
中
山
理
事
長
よ
り
「
本
日

は
現
在
ま
で
の
『
連
携
・
協
同
実
務
者
会
議
』

論
議
や
12
月
に
開
催
し
た
『
み
ら
い
・
あ
ん
し

ん
学
校
』
の
反
省
・
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の

地
区
労
福
協
活
動
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
活
発
な
論
議
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
若
い
人
た
ち
へ
ど
の

よ
う
に
労
福
協
活
動
を
伝
え
・
継
承
し
て
い

く
た
め
に
、
労
働
団
体
と
福
祉
事
業
団
体
が

さ
ら
に
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
み
た
い
。
」

と
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

永
田
専
務
理
事
に
よ
る
講
演
で
は
、
埼
玉

県
労
福
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
構
成
団
体
・

地
域
労
福
協
間
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
S
A
I
T
A
M
A
2
1
運
動
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
埼
玉
等
の
異
業
種
・
他
団
体
と
の

連
携
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
特
に
、
福
島
原
発

事
故
に
伴
う
広
域
避
難
者
を
対
象
と
し
た
復

興
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
労
福
協
の
存
在
が
広
く
世

間
に
認
知
さ
れ
た
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
第
２
部
で
は
、
今
年
度
の
第
24
回
労
働

者
福
祉
学
校
を
〝
は
た
ら
く
人
の
「
み
ら
い
・

あ
ん
し
ん
」
学
校
と
親
し
み
や
す
い
名
称
に

変
え
、
動
員
型
か
ら
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
実
施
し
た
内
容
の
評
価
と
課
題
に
つ
い

て
、
根
橋
連
携
・
協
同
検
討
委
員
会
委
員
長

の
司
会
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。主

な
意
見
及
び
提
案
は

・
初
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
成
功
と

考
え
る
。
課
題
を
整
理
し
て
、
次
年
度

以
降
も
続
け
て
行
く
こ
と
が
大
切
。

人
・
金
が
限
ら
れ
た
中
で
ど
の
よ
う
に

し
て
地
域
に
落
と
し
て
い
く
か
、
十
分

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
当
面
は
県
労

福
協
主
体
で
開
催
し
な
が
ら
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
、
地
区
労
福
協
主
催
で
開
催

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

・
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
有
効
活
用
し
て
、
多

く
の
方
に

参
加
を
促

す
こ
と
が

必
要
で
あ

る
。
ま
た

今
回
の
募

集
チ
ラ
シ
で
は
、
一
般
者
の
興
味
を
引

く
に
は
難
し
い
。
周
知
期
間
を
含
め
チ

ラ
シ
内
容
等
宣
伝
方
法
を
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

・
昨
年
作
成
し
た
、
み
ら
い
・
あ
ん
し
ん
プ

ラ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
テ
キ
ス
ト
を
労
福
協
活
動
の
推
進

に
利
用
し
て
い
く
。
な
ど

ま
た
、
永

田
講
師
か
ら

は
、
「
労
福

協
活
動
を
継

続
し
て
進
め

て
い
く
た
め

に
も
、
県
労
福
協
と
し
て
フ
ァ
ン
ド
（
収
益
事

業
）
の
必
要
性
を
検
討
し
て
み
て
は
如
何
か
」

と
検
討
課
題
を
提
起
頂
き
ま
し
た
。

　
１
月
17
日
（
火
）
、
千
曲
市
・
上
山
田
温
泉
に
お
い
て
、
構
成
団
体
合
同
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は(

一
社)

埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
よ
り
永
田
専
務
理
事
を
お
招
き
し
、

講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
「
各
構
成
団
体
が
連
携
・
協
同
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を

発
揮
し
て
行
く
か
『
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
及
び
連
携
協
同
活
動
の
地
域
展
開
を
目
指
し

て
』
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

構成団体合同研修会の様子

労働者自主福祉運動及び連携協同活動の地域展開を目指して！
～２０１６年度構成団体合同研修会開催～

挨拶をする中山理事長

講演をする埼玉県労福協
永田専務理事

意見交換会で司会を務める
根橋委員長



各
構
成
団
体
代
表
者
が
登
壇
し
、
中
山
理
事

長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
回
目
の
冬
を
迎
え
ま
し

た
。
13
万
人
以
上
の
方
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
土

地
を
離
れ
て
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
長

野
県
に
も
８
０
０
人
以
上
の
方
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
穏
や
か
な

生
活
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
に
は
長
野
県
内

で
も
、
２
月
の
豪
雪
・
南
木
曽
の
土
石
流
・
御
嶽

山
の
噴
火
・
神
城
断
層
地
震
と
災
害
が
続
け
て
発

生
し
ま
し
た
。
更
に
昨
年
の
熊
本
地
震
な
ど
、
多

く
の
自
然
災
害
の
被
災
者
に
対
し
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
何
処
で
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
自
然
災
害
に
対
し
て
、
予
防
行
動
を
と
っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
結
論
を
先
に
申
し
あ
げ
ま
す
が
、

２
０
１
７
年
は
、
私
た
ち
勤
労
者
が
心
合
わ
せ
か

ら
力
合
わ
せ
を
す
る
時
が
来
た
、
行
動
を
起
こ
す

時
が
来
た
、
と
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

任
せ
民
主
主
義
と
決
別
し
、
生
活
者
・
勤
労
者
の

た
め
の
政
治
、
経
済
、
社
会
福
祉
が
実
行
さ
れ
る

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
行
動
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
何
故
な
ら
ば
、
経

済
最
優
先
の
社
会
は
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
、

他
人
の
こ
と
は
か
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
弱
い
の

は
そ
の
人
の
責
任
と
い
う
ま
さ
に
弱
肉
強
食
の
世

界
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ま
ま
で
は
益
々
格
差
が
拡
大
し
、
貧
困
の
固

定
化
が
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
不
条
理
に
立
ち

向
か
う
の
は
私
た
ち
で
す
。

世
界
的
に
見
て
も
潮
目
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
国
主
義
・
保
護
主
義
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
誕
生
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
そ

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
移
民
排
斥
に
代
表
さ
れ
る
右

傾
化
問
題
な
ど
、
不
透
明
感
・
不
確
実
性
が
世

界
を
覆
っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
寛
容
・
包
摂
の
溢
れ
る
社
会
を
つ
く

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
子
や
孫
の
た
め

に
、
協
調
性
・
信
頼
関
係
の
溢
れ
る
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
機
能
の
充
実
し
た
地
域
社
会
を

目
指
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
阿
部
長
野
県

知
事
よ
り
「
こ
の
間
、
労
福
協
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
、
長
野
県
政
に
ご
協
力
い
た
だ
き
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
長
野
県
は
昨
年
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
の
１
年
で
し
た
。
今
年
も
、

１
月
～
２
月
の
銀
嶺
国
体
や
、
夏
に
は
、
世
界
級

リ
ゾ
ー
ト
へ
、
よ
う
こ
そ
！
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

長
野
県
で
は
働
き
方
改
革
・
暮
ら
し
改
革
、

そ
し
て
、
女
性
の
活
躍
す
る
社
会
を
目
指
し
取
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
人
口
減
少
の
中
、
全
て
の
県

民
の
皆
様
の
目
線
で
、
新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し

方
を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
は
今
年

で
５
年
目
を
迎
え
総
仕
上
げ
の
年
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
本
年
は
、
新
た
な
五
ヶ
年
計
画
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
県

民
全
体
の
夢

や
希
望
を
結

集
し
た
計
画

を
目
指
し
て
行

き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、

長
野
労
働
局
長

岡
﨑
様
の
ご

発
声
に
よ
り

祝
宴
と
な
り

ま
し
た
。

主催者を代表して挨拶する中山理事長

連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
を
目
指
し
て

２
０
１
７
年
新
春
交
歓
会
開
催
！

　
１
月
６
日
（
金
）、長
野
市
・
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
、
県
労
福
協
構
成
団
体
に
よ
る

実
行
委
員
会
主
催
の
新
春
交
歓
会
が
、
来
賓
57
名
を
含
む
約
２
５
０
名
が
出
席
し
賑
や
か
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

挨拶する阿部長野県知事

乾杯の音頭を取る岡㟢長野労働局長
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連
合
長
野
は
、

1
月
20
日
（
金
）、

長
野
県
松
本
文
化

会
館
に
お
い
て
、

2
0
1
7
春
季
生

活
闘
争
方
針
を
決
定
す
る「
第
29
回
地
方
委
員
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
地
方
委
員
・
女
性
特
別
地
方

委
員
・
地
協
特
別
地
方
委
員
、
傍
聴
者
、
執
行
部

な
ど
約
91
名
（
男
性
74
名
、
女
性
17
名
　
女
性

参
画
率
18
・
7
％
）
の
出
席
の
も
と
、
活
動
経
過

報
告
、
地
協
運
動
方
針
報
告
、
春
季
生
活
闘
争

方
針
が
提
案
さ
れ
、
多
く
の
地
方
委
員
か
ら
、
方

針
や
運
動
課
題
に
対
す
る
前
向
き
な
要
望
や
意
見

が
発
言
さ
れ
た
後
、
満
場
一
致
に
て
議
案
を
採
択

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
中
山
会
長
は
挨
拶
で
、
世
界
経
済
の
不

確
実
性
、
雇
用
状
況
、
賃
金
実
態
等
の
社
会
情
勢

に
触
れ
、「
経
済
の
自
律
的
成
長
に
は
、『
底
上
げ
・

底
支
え
』『
格
差
是
正
』
の
実
現
が
必
要
。
個
人

消
費
を
促
す
と
と
も
に
、
将
来
不
安
の
払
拭
の
た

め
に
も
月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
っ
た
闘
争
を
力
強
く

進
め
、
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
く
。
長
時
間
労
働
是
正
を
始
め
と
し
た
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
労
使
協
議
の
定
期
定
例
化
を
求

め
、
働
く
者
労
働
者
の
立
場
で
し
っ
か
り
と
関
わ

っ
て
い
く
。
2
0
1
7
春
季
生
活
闘
争
は
、
労
働

組
合
が
社
会
・
経
済
の
問
題
解
決
を
は
か
る
『
け

ん
引
役
』
を
果
た
す
闘
争
で
あ
る
」
と
決
意
を
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
根
橋
事
務
局
長
よ
り
、
春
闘
61
年

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
次
闘
争
が
大
き
な
分

水
嶺
に
な
る
重
要
な
闘
い
と
の
位
置
付
け
の
も

と
、
第
１
号
議
案
「
2
0
1
7
春
季
生
活
闘
争
方

針
（
案
）」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
7
闘

争
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
①
賃
金
要
求
額
は
長

野
県
内
の
３
９
，
9
3
1
名
の
個
別
賃
金
調
査
よ

り
実
態
値
に
こ
だ
わ
り
、
賃
上
げ
要
求
の
目
安
額

は
１
０
，
5
0
0
円
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分

4
，
5
0
0
円
+
賃
上
げ
率
2
％
5
，
0
0
0
円

+
格
差
是
正
分
1
，
0
0
0
円
）
以
上
、
②
イ
ン

タ
ー
バ
ル
規
制
（
11
時
間
）
の
導
入
な
ど
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
働
く
者
が
主
役
の

働
き
方
改
革
推
進
、
③
す
べ
て
の
働
く
者
の
生
活

改
善
、
格
差
是
正
に
向
け
た
政
策
・
制
度
実
現
の

取
り
組
み
、
④
す
べ
て
の
組
織
に
お
け
る
労
使
協

議
の
定
期
・
定
例
開
催
の
確
認
」
で
す
。

今
次
闘
争
は
、
中
小
・
非
正
規
で
働
く
労
働
者

に
光
を
当
て
、
月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
っ
た
賃
金
引

き
上
げ
を
求
め
る
と
と
も
に
働
き
方
改
革
に
取
り

組
み
、
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
両
輪
と
し
て
、
連
合
長
野
・
構

成
組
織
・
加
盟
単
組
・
地
域
協
議
会
・
組
合
員
の

ヨ
コ
の
拡
が
り
タ
テ
の
深
掘
り
を
意
識
し
た
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

連
合
長
野
は
、『「
底
上
げ
」「
底
支
え
」「
格
差

是
正
」
で
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
を
！
長
時
間
労
働

是
正
で
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
フ
の
実
現

を
』
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
す
べ
て
の
働

く
者
・
労
働
者
の

暮
ら
し
の
底
上
げ

に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

賃
上
げ
・
最
賃
で
、
地
域
の
活

性
化
。
憲
法
い
か
し
、
守
れ
！
平

和
と
い
の
ち
。
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

２
０
１
７
年
春
闘
未
来
を
か
け
た
正

念
場
の
た
た
か
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

県
労
連
は
、
一
月
十
四
日
（
土
）

に
高
校
教
育
会
館
で
第
三
十
六
回

評
議
員
会
を
開
催
し
、
２
０
１
７
年

春
闘
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
細
尾
議

長
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
今
春

闘
に
お
け
る
県
労
連
と
し
て
の
３
つ

の
力
点
に
つ
い
て
提
起
が
あ
り
ま
し

た
。一

つ
目
は
賃
金
の
大
幅
賃
上
げ
・

底
上
げ
を
め
ざ
す
と
り
く
み
に
つ
い

て
「
８
時
間
普
通
に
働
け
ば
、
人
間

ら
し
い
生
活
が
で
き
る
賃
金
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
生
計
費
原
則
を
基

礎
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
こ
だ
わ
り
春

闘
ら
し
い
春
闘
を
展
開
し
よ
う
」
と

述
べ
、「
昨
年
か
ら
全
国
で
取
り
組

ん
で
い
る
最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン
を
連
動

さ
せ
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
暮
ら

し
を
改
善
す
る
社
会
的
な
賃
金
闘
争

の
流
れ
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

二
つ
目
は
「
ア
ベ
働
き
方
改
革
」

対
峙
す
る
取
り
組
み
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
や

長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
聞
こ
え
の
い
い
言
葉

を
連
発
す
る
が
、
そ
の
本
質
は
労
働
政
策
を
新

自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
経
済
に
従
属
さ
せ
、

雇
用
の
さ
ら
な
る
流
動
化
を
図
る
も
の
。
自
立

的
な
働
き
方
と
い
う
誤
魔
化
し
で
労
働
者
を
分

断
し
、
非
正
規
労
働
者
と
長
時
間
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
さ
ら
に
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
こ
う

し
た
本
質
を
暴
露
し
、
攻
勢
的
な
反
撃
を
構
築

し
よ
う
。

三
つ
目
は
安
倍
政
権
の
改
憲
策
動
と
戦
争
す

る
国
づ
く
り
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
。
安
倍
首

相
の
９
条
改
憲
の
執
念
が
勝
る
の
か
、
野
党
共

闘
と
市
民
の
共
同
が
そ
れ
を
凌
駕
す
る
の
か
、

国
の
あ
り
方
の
根
幹
と
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

の
未
来
を
か
け
た
闘
い
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

扇
の
要
は
野
党
共
闘
。
今
年
は
憲
法
の
施
行

７
０
年
に
な
る
が
、
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
。

戦
前
の
政
治
体
制
と
決
別
し
て
再
出
発
を
誓
っ

た
国
民
の
思
い
が
息
づ
き
、
根
付
く
国
民
本
位

の
暮
ら
し
・
政
治
・
経
済
を
取
り
戻
す
た
め
頑

張
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

討
論
で
は
十
人
の
評
議
委
員
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
非
正
規
の
待
遇
改
善
も
含
め
、
仲

間
を
増
や
し
な
が
ら
頑
張
る
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
過
労
死
問
題
、
長
時
間
労
働
改
善
の

困
難
さ
な
ど
率
直
な
悩
み
や
、
争
議
等
の
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。

平
和
の
課
題
、
共
謀
罪
に
反
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
第
一
次
リ
レ
ー
ス

ト
に
は
多
く
の
仲
間
で
支
援
、
医
労
連
の
統
一

行
動
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
も
呼
応
し
て
、
全
て

の
地
域
・
職
場
で
行
動
に
立
ち
上
げ
る
事
も
確

認
し
あ
い
ま
し
た
。

賃上げ・最賃で、地域の活性化。
憲法いかし、守れ！平和といのち第36回評議員会を開催県労連

挨拶する中山会長

挨拶する細尾議長

「
底
上
げ・底
支
え
」「
格
差
是
正
」で
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
を
！
長
時
間
労
働
是
正
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
の
実
現
を
！

第
29
回
地
方
委
員
会
を
開
催

連
合
長
野

力強い団結ガンバローにて闘争スタート
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平成29年2月9日、長野市のホテルメトロポリタン長野で「地方
消費者フォーラム」が開催されました（主催：関東ブロック実行委
員会、消費者庁）。
7回目の開催となる今年度は、安全・安心な消費者市民社会に向

けて「もっとつながろう地域から」をメインテーマとして、多様な
団体の事例報告を紹介しました。高齢者等の被害防止をはじめ、消
費生活サポーターの活動など様々な消費者の問題解決に向けて地域
や多様な団体の連携、協働が一層重要になっていくなか、フォーラ
ムではその輪をさらに広げ、深めていくために参加者同士の学び合
いを実践につなげていくきっかけの場としました。当日は、関東各
地から253名が参加、講演や実践報告に耳を傾け、その後の分散交
流会では活発な意見交換が行われました。

【日　時】　平成29年２月９日（木）10：30～15：30
【会　場】　ホテルメトロポリタン長野
　　　　　　（長野市南石堂町1346）

地方消費者フォーラム 開催報告

【テーマ】
もっとつながろう地域から

～安全・安心な消費者市民社会に向けて～

時　間 内　　　容
開会挨拶

 実行委員長 長野県消費者団体連絡協議会
会長 鵜飼 照喜

内閣府大臣政務官　務台 俊介
消費者庁挨拶

長野県挨拶
長野県県民文化部　部長 青木 弘氏

分散交流会（グループ討議）
グループ発表
消費者庁講評

消費者庁審議官　吉井　巧
閉会挨拶

副実行委員長　長野県生活協同組合連合会
専務理事　牛澤　高志

基調講演「高齢者の消費者被害防止
　　　　　　～地域福祉の現場から考える～」

　講師：あい権利擁護支援ネット
理事　池田　恵利子氏

報告①　岡谷市消費生活センターにおける福祉との連携
　 　　　 岡谷市消費生活センター　相談員　田村　みどり氏
報告②　消費生活サポーターの受け皿づくりと地域活動

報告③　新潟県における消費生活サポーターの活動
  NPO法人新潟県消費者協会　会　　長　長谷川　かよ子氏
  　　　　　　　　　　　　　事務局長　高杉　陽子氏
報告④　埼玉県から委託を受けてすすめる地域見守り推進事業

報告⑤　水戸市安心安全見守り隊の取組み
　　　 水戸市高齢福祉課地域支援センター　成田　拓生氏

行政・団体からの取組実践報告

10:30

10:35

10:50

11:00

12:30　 
 ～13:55

14:00
15:05　 
 ～15:20

15:30

消費者安全ネットいちかわ　消費生活サポーター
毛利　憲昭氏

適格消費者団体NPO法人埼玉消費者被害をなくす会
理事　今野　嘉久氏

分散交流会・グループ発表代表者分散交流会（グループ討議）の様子 会場の様子

長野県生活協同組合連合会
専務理事　牛澤　高志

適格消費者団体NPO法人
埼玉消費者被害をなくす会
理事　今野　嘉久氏

消費者安全ネットいちかわ
消費生活サポーター
毛利　憲昭氏

長野県県民文化部
部長　青木　弘氏

消費者庁
審議官　吉井　巧

NPO法人新潟県消費者協会
事務局長　高杉　陽子氏

岡谷市消費生活センター
相談員　田村　みどり氏

内閣府大臣政務官
務台　俊介

水戸市高齢福祉課地域支援センター
成田　拓生氏

NPO法人新潟県消費者協会
会長　長谷川　かよ子氏

あい権利擁護支援ネット
理事　池田　恵利子氏

長野県消費者団体連絡協議会
会長　鵜飼　照喜

関東ブロック
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2017年度長野県勤労者体育大会　県大会のお知らせ！
2017年度は下記のとおり実施しますので、皆様のご参加をお待ちしております。

競技種目 日　　程 開催場所

テ 　 ニ 　 ス（ 男・女 ） 10月21日（土） 長野運動公園「テニスコート」（長野市東和田）

バドミントン ( 男・女 ) 10月28日（土） ホワイトリング「サブアリーナ」（長野市真島総合スポーツアリーナ）

バレ ーボール（ 男・女） 10月28日（土） ホワイトリング「メインアリーナ」（長野市真島総合スポーツアリーナ）

野　　　　　　　　球
11月11日（土） 長野オリンピックスタジアム・長野運動公園「県営球場」

11月12日（日） 長野オリンピックスタジアム

長野県労働金庫からのお知らせ

知っておこう！個人型確定拠出年金
【個人型確定拠出年金とは】
個人型確定拠出年金とは加入者自らが掛金や運用商品を決められる「自分で育てる年金」です。お金を「拠出する時」

「運用する時」「受け取る時」の3つの段階での税制優遇があり、節税メリットを受けながら老後資産づくりができる私的
年金制度です。これまでは自営業者などの第1号被保険者と、第2号被保険者のうち企業年金のない会社員だけが加入可
能でしたが、本年1月より加入対象者が大幅に拡充され企業年金のある会社員も、公務員も、専業主婦の方も含め原則す
べての現役世代が加入できるようになりました。個人型確定拠出年金の特徴である3段階での税制優遇については、①拠
出した掛金全額が「所得控除」の対象となるため、所得税と住民税の節税に繋がります。②運用時の運用益は全て非課税
となります。③年金として受け取る場合は公的年金控除の対象となり一時金での受け取りの場合は退職所得控除の対象
になります。このような非常に大きな税制メリットがある一方、原則60歳まで積み立てしているお金を引き出すことが

出来ない点や口座管理費など
の手数料が掛かる点などは、加
入に際してしっかりと確認し
ておきましょう。

【老後資産形成について】
今後、公的年金だけでは、老

後生活が厳しい状況のなかで、
自助努力による老後資産形成は
これから更に重要性を増してき
ます。老後資産の形成において
は、共済や個人年金保険、財形年
金等さまざまありますが、本年
1月から個人型確定拠出年金も
老後資産形成の1つとして多く
の方が利用できるようになりま
した。それぞれの制度のメリッ
トデメリットを理解し、色々な
制度をうまく組み合わせること
が老後の資産形成において重
要となってきます。

※企業型DC加入者が個人型DCに加入するためには「マッチング拠出を行わないこと」「個人型DCへの加入について企業型DC
規約に定めがあること」が条件になり、この場合の企業型DCの拠出限度額は個人型DCの拠出限度額分を減額されます。
※老後資金としての役割のため、確定拠出年金は原則60歳迄途中の「引き出し」「脱退」はできません。60歳時点で通算加入者期
間が10年に満たない場合は、段階的に最高65歳まで受取りを開始できる年齢が繰り下がります。
※DBとは確定給付企業年金のことです。
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長野県県民文化部　くらし安全・消費生活課提供長野県県民文化部　くらし安全・消費生活課提供

 

（平成28年12月末暫定値 長野県警察調べ）長野県内認知件数  特殊詐欺（合計）215件 －82件
84件 －35 件
65件 －32 件
46件 ＋1 件

前年比平成28年

オレオレ詐欺
架空請求詐欺
還付金等詐欺

4億8,952万円
(前年比－3億1,609万円）

○被害額

○阻止状況
阻止件数　355件
阻止金額　4億9,535万円（前年比－2億6,593万円）

（前年比＋25件）

・全体の件数が３割ほど減少している中、還付金等詐欺のみ増加。
・１件あたりの被害額は約228万円で、前年より約43万円減少しており、金額の小口化が顕著となっている。
・28市町村（前年比－19）で被害が認知されており、10件以上被害があったのは、長野市が49件、
　松本市42件、上田市21件、佐久市12件、千曲市12件となっている。

◎長野県では、働き盛り世代による特殊詐欺撲滅プロジェクト～「俺の恩返し！」プロジェクト～を展開中！
◎高齢者だけでは被害を防ぎきれません。子・孫世代が守ってください！あなたの家族の笑顔と財産を守れる
　のはあなただけです！

・未然防止者は、金融機関職員が143件、家族が83件、コンビニ従業員が58件でした。

出典「特殊詐欺被害者に対する調査結果」
（平成28年2月17日長野県警察本部生活安全企画課）

　平成28年の特殊詐欺被害件数は、広報啓発と水際対策の浸透により昨年比－82件となりましたが、平成26年と比
較すると25件多く、また２年連続で200件を超えており、５億円近い被害が発生しています。
　手口はますます巧妙化していきます。特殊詐欺に対する知識を身に付けるとともに心構えをし、万全な対策を取っ
てください！
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残
業
代
の
計
算
が
お
か
し
い
と
思
い
会
社

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
残
業
時
間
は
30
分
未

満
を
切
り
捨
て
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
か

ら
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
番
制
で

朝
早
く
出
勤
し
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
時
間
も
労
働
時
間
の
対
象
外
と
も
い
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
社
で
は
、
お
昼
休
み
も

訪
問
客
が
来
た
ら
お
茶
出
し
な
ど
の
対
応
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
的
に
問
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
労
働
時
間
の
計
算
は
、
１
日
ご
と
に
分
単

位
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

日
々
分
単
位
で
計
算
し
た
も
の
を
合
計
し
た

際
に
、
30
分
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
切
り

捨
て
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
昭
和

60
・
３
・
14
基
発
１
５
０
号
）
。
し
た
が
っ
て
、

毎
日
30
分
未
満
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
労
基
法

違
反
と
な
り
ま
す
。

　
朝
清
掃
の
時
間
が
労
働
時
間
で
あ
る
か
は
、

当
番
制
で
行
う
こ
と
を
誰
が
決
め
た
の
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
会
社
の
取
り
決
め
で
行
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
業
務
命
令
で
あ
り
、
賃
金
の
支

払
（
法
定
労
働
時
間
を
超
え
る
場
合
は
割
増

賃
金
も
）
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
社
員
間
で

自
主
的
に
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
賃
金
の

支
払
は
原
則
不
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

表
面
上
自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が

会
社
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
し
て
実
質
強
制
的
な

も
の
で
あ
れ
ば
労
働
時
間
と
み
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　
休
憩
時
間
は
労
働
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
保
障

さ
れ
て
い
る
時
間
で
す
。
お
昼
休
み
中
の
訪
問

客
に
備
え
る
よ
う
会
社
か
ら
命
令
さ
れ
て
い
れ

ば
「
手
待
ち
時
間
」
で
す
か
ら
、
休
憩
は
と
れ

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
質
問
の
ケ
ー

ス
で
は
、
労
働
時
間
と
し
て
賃
金
請
求
権
が
発

生
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
た
だ
賃
金
を
払
え

ば
済
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
休
憩
が
な
い

状
況
が
法
的
に
問
題
で
す
の
で
、
健
康
配
慮
の

上
で
も
し
っ
か
り
と
休
憩
が
と
れ
る
よ
う
に
改

善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
労
基
法
34
条
で
は
、
労
働
時
間
が
６

時
間
を
超
え
た
場
合
は
45
分
、
８
時
間
を
超
え

た
場
合
は
60
分
の
休
憩
時
間
を
労
働
時
間
の
途

中
で
与
え
る
よ
う
規
定
し
て
い
ま
す
。
１
日
８

時
間
の
所
定
労
働
時
間
の
場
合
45
分
の
休
憩
時

間
を
設
定
す
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
も
し
残
業

す
る
と
労
働
時
間
が
８
時
間
超
と
な
る
た
め
60

分
の
休
憩
時
間
が
必
要
と
な
り
、
あ
と
15
分
の

休
憩
時
間
を
労
働
時
間
の
途
中
で
与
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
残
業
が
発
生
し
た
と
き
の
休

憩
時
間
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
か
ら
、
65
歳
以
上
で
も
雇
用
保
険
に
加

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　
平
成
29
年
１
月
１
日
よ
り
、
65
歳
以
上
の
人

で
も
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
加
入
要
件
は
①
１
週
間
の
労
働
時
間
20

時
間
以
上
②
継
続
し
て
31
日
以
上
の
雇
用
見
込

み
あ
り
の
二
つ
を
満
た
す
人
と
な
り
、
年
齢
の

基
準
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
勤
務
し
た
時
に
65

歳
以
上
で
雇
用
保
険
に
入
れ
な
か
っ
た
人
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
１
月
１
日
付
で
雇
用
保
険

に
新
た
に
加
入
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
従
業
員
が
い
る
場
合
に
は
、
事
業
主
が

資
格
取
得
届
を
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
本
年

３
月
31
日
ま
で
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
65
歳
に
な
る
前
に
雇
用
保
険
に

加
入
し
て
い
た
人
で
65
歳
以
降
も
継
続
し
て
勤

務
し
て
い
る
場
合
は
、
特
に
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
雇
用
保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
高
年
齢
者

の
免
除
制
度
が
あ
り
、
今
回
加
入
す
る
人
の
給

料
か
ら
の
保
険
料
控
除
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

高
年
齢
者
免
除
制
度
と
は
、
64
歳
に
達
し
た
翌

年
度
の
４
月
か
ら
事
業
主
と
被
保
険
者
の
負
担

す
る
雇
用
保
険
料
の
徴
収
を
免
除
す
る
制
度
で

す
（
短
期
雇
用
被
保
険
者
と
日
雇
労
働
被
保
険

者
は
除
き
ま
す
）
。
現
時
点
で
い
え
ば
、
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
で
64
歳
以
上
（
昭
和
27
年

４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
雇
用
保
険
被
保
険

者
が
対
象
と
な
り
、
平
成
28
年
の
４
月
支
給
給

与
か
ら
保
険
料
控
除
が
不
要
で
す
。

　
高
年
齢
者
が
現
在
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い

る
か
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
雇
用
保
険
被
保
険

者
台
帳
を
プ
リ
ン
ト
し
て
も
ら
い
事
業
主
が
確

認
し
ま
す
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
加
入
手
続

き
が
必
要
な
人
の
ほ
か
、
免
除
対
象
者
な
の
に

誤
っ
て
保
険
料
控
除
を
し
て
い
る
人
、
免
除
対

象
者
で
な
い
の
に
保
険
料
を
控
除
し
て
い
な
い

人
な
ど
の
事
務
誤
り
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
高
年
齢
者
免
除
制
度
は
平
成
31
年

度
（
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
）
で
廃
止
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
平
成
32
年
度
以
降

は
、
64
歳
以
上
の
す
べ
て
の
雇
用
保
険
被
保
険

者
も
事
業
主
と
と
も
に
雇
用
保
険
料
を
負
担
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

ƒ

０
１
２
０-

３
９-

６
０
２
９

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、弁
護
士
・
司
法
書
士
・

特
定
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談

【
事
例
①
】

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
シ
リ
ー
ズ

　
　№
67

【
事
例
②
】

山口正人

特定社会保険労務士

残
業
時
間
に
つ
い
て
・

65
歳
以
上
の
雇
用
保
険
に
つ
い
て
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ま
だ
ま
だ
寒
い
日
も
あ
る
が
、日
を
増
す
ご
と

に
暖
か
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、季
節

が
冬
か
ら
春
に
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。そ

れ
に
つ
れ
て
朝
、
布
団
か
ら
出
る
の
が
悩
ま
し
い

時
期
で
も
あ
る
。
中
学
校
の
国
語
で
習
っ
た
中
国

の
詩
人
、孟
浩
然
の『
春
暁
』を
思
い
出
す
。

　
春
眠
不
覚
暁
　
　
処
処
聞
啼
鳥

　
夜
来
風
雨
声
　
　
花
落
知
多
少

特
に
１
行
目
の「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
の
言
葉

は
誰
も
が
知
っ
て
あ
ろ
う
と
思
う
し
、ま
た
こ
の

時
期
、誰
も
が
体
験
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
句
の
最
後
の
行
に『
花
』
の
文
字
が

出
て
く
る
が
、
こ
の
花
は
何
の
花
か
ご
存
知
で

あ
ろ
う
か
。
日
本
人
の
感
性
か
ら
す
る
と
、
春
の

花=

桜
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
が
、
正
解
は
桜

で
は
な
く
、
中
国
に
お
け
る
春
の
花
は
、
桃
若
し

く
は
椿
の
花
で
あ
る
そ
う
だ
。
日
本
人
の
考
え
に

は
出
て
こ
な
い
春
の
花
で
あ
る
。
ち
な
み
に
現

在
、
日
本
の
歌
で
タ
イ
ト
ル
に
桜
の
付
く
楽
曲
が

一
二
〇
〇
曲
以
上
あ
る
そ
う
だ
。日
本
人
の
桜
に

対
す
る
思
い
が
い
か
に
強
い
か
思
い
量
る
。

ま
た
、幕
末
か
ら
明
治
時
代
の
漢
学
者
で
あ
る

草
場
船
山
も
、
中
国
と
日
本
の
春
の
花
の
違
い
に

つ
い
て
歴
史
を
踏
ま
え
、詠
ん
で
い
る

　
西
土
牡
丹
徒
自
誇
　
不
知
東
海
有
名
葩

　
徐
生
当
日
求
仙
処
　
看
做
祥
雲
是
此
花

こ
こ
最
近
、
近
隣
諸
国
と
の
軋
轢
が
増
え
、
杞

憂
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。話
し
合

い
の
中
で
使
わ
れ
る
同
じ
言
葉
で
も
、
歴
史
や
文

化
・
地
勢
の
違
い
で
と
ら

え
る
意
味
が
違
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
り
、お
互
い
を
理

解
す
る
に
は
、そ
の
ひ
と
こ

と
一
言
に
十
分
な
思
慮
が

必
要
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
。そ

し
て『
桜
』
と
言
え

ば
、
お
花
見（
宴
）。
早
く
来

な
い
か
待
ち
遠
し
い
。（
雅
）

日
々
是
好
日

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

 

★
そ
の
１

　
長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

　
F
A
X
番
号

　
０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

　
官
製
は
が
き

　（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

　
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

　
応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

　
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る

　
意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

　
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書

　
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
４
月
７
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前回の正解は

〈1,000円〉　10名
上野あやみ（木曽町）
松田　浩一（箕輪町）
中村　　克（阿南町）
松沢美恵子（飯田市）
高橋　　潔（安曇野市）
三矢　麻衣（上田市）
近藤　有美（松本市）
稗田　淳子（千曲市）
宮澤　成人（長野市）
荻原　良太(佐久市)

〈5,000円〉　１名
　笠原ふき子（岡谷市）
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